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今
夏
、
約
一
〇
年
ぶ
り
に
、
Ｊ
Ｒ
石
北
線
の
列

車
に
乗
る
機
会
が
あ
っ
た
。
網
走
発
札
幌
行
き
の

特
急「
オ
ホ
ー
ツ
ク
」。日
曜
日
な
の
に
、私
が
座
っ

た
車
両
の
乗
客
は
五
人
ほ
ど
。
同
時
刻
の
都
市
間

バ
ス
が
満
席
だ
っ
た
の
と
は
対
照
的
だ
っ
た
。
網

走
駅
も
閑
散
と
し
て
い
た
。
キ
オ
ス
ク
の
売
店
は

シ
ャ
ッ
タ
ー
が
下
り
た
ま
ま
。「
諸
般
の
事
情
に

よ
り
、
三
月
二
六
日
に
閉
店
し
ま
し
た
」
と
の
張

り
紙
が
あ
っ
た
。

　

車
中
で
の
駅
弁
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
が
、
車

内
販
売
は
や
っ
て
来
な
い
。
昨
年
三
月
に
、
取
り

や
め
に
な
っ
て
い
た
。
コ
ス
ト
削
減
の
一
環
と
い

う
。
現
在
、
道
内
の
特
急
で
車
内
販
売
が
行
わ
れ

て
い
る
の
は
札
幌
と
函
館
、釧
路
間
の
特
急
だ
け
。

ご
当
地
の
駅
弁
を
食
べ
な
が
ら
、
車
窓
か
ら
の
眺

め
を
楽
し
む
と
い
う
Ｊ
Ｒ
な
ら
で
は
の
旅
を
味
わ

え
る
特
急
は
今
や
少
数
な
の
だ
。
網
走

－
札
幌
間

の
特
急
の
片
道
料
金
は
約
一
万
円
。
バ
ス
の
約
一
・

五
倍
。こ
れ
で
は
客
足
が
遠
の
く
の
は
仕
方
が
な
い
。

　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
経
営
は
苦
境
に
陥
っ
て
い
る
。

一
一
月
四
日
に
発
表
し
た
今
年
九
月
期
の
中
間
決

算
（
単
体
）
は
一
八
年
ぶ
り
の
一
〇
億
円
の
赤
字
。

来
年
三
月
期
で
も
赤
字
は
二
三
五
億
円
と
、
過
去

最
悪
の
見
通
し
だ
。

　

同
時
に
発
表
さ
れ
た
の
が
、
野
球
部
の
今
季
限

り
で
の
休
部
だ
。
一
九
一
一
年
創
部
で
、
現
存
す

る
国
内
の
社
会
人
野
球
チ
ー
ム
で
最
古
の
名
門

チ
ー
ム
。
か
つ
て
複
数
の
強
豪
チ
ー
ム
が
競
い
合

い
、
都
市
対
抗
野
球
で
も
活
躍
し
た
道
内
の
企
業

チ
ー
ム
は
こ
れ
で
す
べ
て
姿
を
消
す
こ
と
に
な
る
。

五
年
以
上
前
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
幹
部
か
ら
、
道
内

散 射 韻

き
ず
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
沿
線
自
治
体
に
維
持
費
用

な
ど
年
約
一
三
億
円
の
負
担
を
要
請
し
た
。
し
か

し
、
自
治
体
側
は
財
政
難
を
理
由
に
拒
否
し
、
廃

線
の
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

国
鉄
分
割
民
営
化
後
、
東
海
で
廃
線
に
な
っ
た

の
は
ゼ
ロ
。
北
海
道
は
約
二
〇
％
の
鉄
路
が
消
え

た
。
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
全
一
四
路
線
二
八
区
間
は
す

べ
て
赤
字
。
最
も
乗
客
数
が
多
い
札
幌
圏
の
路
線

で
さ
え
赤
字
な
の
だ
。
構
造
的
に
「
自
立
」
は
無

理
だ
っ
た
と
言
え
る
。

　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
一
八
日
、「
単
独
で
は
維
持
困

難
な
路
線
」と
し
て
一
〇
路
線
一
三
区
間
を
公
表
。

四
区
間
は
廃
止
・
バ
ス
転
換
、
残
る
九
区
間
は
上

下
分
離
方
式
な
ど
を
目
指
す
方
針
だ
。
上
下
分
離

方
式
と
は
、
鉄
道
施
設
は
自
治
体
が
所
有
し
、
列

車
の
運
行
は
Ｊ
Ｒ
が
担
う
が
、
沿
線
自
治
体
の
財

政
力
は
弱
く
、実
現
可
能
性
に
は
疑
問
符
が
付
く
。

　

Ｊ
Ｒ
発
足
か
ら
約
三
〇
年
。
国
内
の
鉄
道
網
を

再
び
考
え
る
時
期
に
き
て
い
る
。
国
鉄
分
割
民
営

化
を
推
し
進
め
た
当
時
の
中
曽
根
康
弘
首
相
は
後

年
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
社
会
党
、
総
評
の
主

力
部
隊
の
国
労
を
つ
ぶ
す
狙
い
も
あ
っ
た
と
明
か

し
て
い
る
。
欧
州
で
も
鉄
道
の
民
営
化
が
進
め
ら

れ
た
が
、
上
下
分
離
方
式
を
採
用
し
、
国
が
地
方

の
鉄
道
網
を
維
持
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
Ｊ

Ｒ
四
国
の
経
営
状
況
も
、
北
海
道
と
同
様
だ
。
東

日
本
や
西
日
本
、
九
州
で
も
地
方
路
線
は
赤
字
が

続
く
。
政
治
的
思
惑
で
は
な
く
、
日
本
の
鉄
路
、

と
り
わ
け
地
方
交
通
網
を
ど
う
す
る
の
か
。
地
方

創
生
を
う
た
う
安
倍
政
権
に
鉄
路
の
再
考
を
求
め

た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＜

洋＞

の
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
状
況
に
つ
い
て
、「
う

ち
も
こ
れ
以
上
は
引
き
受
け
ら
れ
な
い
」
と
こ
ぼ

す
の
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
時
は

ま
だ
「
余
裕
」
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
事
故
や
ト

ラ
ブ
ル
が
相
次
ぎ
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
安
全
管
理
体

制
が
問
題
視
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
安
全
対
策
に

多
額
の
投
資
を
迫
ら
れ
、
さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か

け
た
の
が
今
年
の
相
次
ぐ
台
風
被
害
だ
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
出
来
事
は
、
こ
れ
ま
で
埋

も
れ
て
き
た
構
造
的
弱
さ
を
露
呈
さ
せ
た
に
す
ぎ

な
い
。
国
鉄
の
分
割
・
民
営
化
当
時
か
ら
、
さ
さ

や
か
れ
て
い
た
こ
と
だ
。

　

国
鉄
は
一
九
八
七
年
、
七
社
に
分
割
民
営
化
さ

れ
、
東
日
本
、
東
海
、
西
日
本
は
上
場
。
九
州
も
今

年
一
〇
月
に
悲
願
の
上
場
を
果
た
し
た
。
上
場
を

果
た
せ
な
い
の
は
北
海
道
と
四
国
、貨
物
の
三
社
だ
。

　

経
営
体
力
の
差
を
比
較
し
て
み
た
い
。
東
海
道

新
幹
線
と
い
う
ド
ル
箱
を
抱
え
る
Ｊ
Ｒ
東
海
は
今

年
九
月
期
の
中
間
決
算
（
単
体
）
で
二
九
八
〇
億

円
の
黒
字
。
来
年
三
月
期
で
は
三
六
〇
〇
億
円
の

黒
字
を
見
込
む
。北
海
道
と
は
雲
泥
の
差
が
あ
る
。

　

こ
の
格
差
を
象
徴
す
る
の
は
、
東
海
管
内
の
名

松
線
と
、
北
海
道
管
内
の
日
高
線
の
行
く
末
だ
。

と
も
に
台
風
被
害
な
ど
で
線
路
に
大
き
な
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
、
長
ら
く
運
休
が
続
い
た
。
名
松
線
は

赤
字
の
た
め
、
Ｊ
Ｒ
東
海
が
い
っ
た
ん
廃
止
の
方

針
を
決
め
た
が
、
沿
線
自
治
体
や
住
民
の
強
い
要

望
を
受
け
、
今
年
三
月
二
五
日
、
約
六
年
半
ぶ
り

に
復
旧
し
た
。
そ
の
日
は
、
北
海
道
新
幹
線
の
開

業
の
日
だ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
日
高
線
は
復
旧
費
用
が
工
面
で

鉄 路 の 格 差


